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為

右
の
例
の
よ
う
に
冥
範
が
生
日
口
二
十
才
頃
に
生
ま
れ
た
長
男
で
あ
れ

ば
、
生
昌
は
惟
仲
の
二
十
四
才
頃
の
子
と
な
り
、
ま
た
公
範
が
以
康

二
十
才
の
頃
の
子
で
あ
れ
ば
以
康
は
生
昌
の
二
十
四
才
頃
の
子
と
な

り
、
な
お
、
同
じ
中
宮
大
涯
と
な
っ
た
の
が
道
行
は
正
屑
年
問
、
生

昌
は
次
の
長
徳
年
間
で
あ
る
の
も
、
生
日
日
が
道
行
の
弟
で
あ
る
か
ら

と
考
え
ら
れ
、
好
都
合
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
仮
説
に
す
ぎ
な

、。、
luw

最
後
に
生
昌
に
娘
が
い
た
と
い
う
記
録
は
な
い
が
、
権
記
に
よ
れ

ば
彼
は
長
保
1
叩
引
頃
五
節
を
献
じ
て
い
る
。
普
通
五
節
舞
姫
は
公

卿
や
受
領
の
娘
を
宛
て
る
の
で
、
そ
の
頃
十
代
で
あ
っ
た
娘
が
い
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
紫
式
部
H
記
に
見
え
る
沼
l

惟
仲
の
養
女
「
五

節
の
弁
L

が
そ
れ
で
あ
れ
ば
而
白
い
、
か
。

昭
和
刊
・

7
・
7

伊

大

考

車商

勢

荒

百L

子

) l I 

序

伊
勢
大
輔
は
平
安
中
期
の
女
流
歌
人
で
あ
る
。
彼
女
は
上
東
門
院

が
中
宮
の
時
、
初
宮
仕
し
、
そ
の
時
詠
じ
た
歌
（
家
集
5
）
で
、
一

躍
歌
才
を
認
め
ら
れ
、
宮
仕
生
活
の
華
々
し
い
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た

の
で
あ
る
o

彼
女
の
家
系
を
み
る
に
一
門
に
は
歌
人
と
し
て
世
に
輩
出
し
た
も

の
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
一
門
に
育
っ
た
伊
勢
大
輔
は
ど
の
よ
う
な

一
生
を
送
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
平
安
朝
の
女
流
歌
人
の
多
く
が
そ

う
で
あ
る
よ
う
に
、
生
没
未
詳
と
さ
れ
て
い
る
伊
勢
大
輔
に
つ
い

て
、
家
集
へ
群
書
類
従
所
収
の
一
伊
勢
大
輔
集
を
氏
本
と
す
る
o

歌
の
番
号
は
｝

F

群
書
類
従
オ
の
配
列
順
に
番
号
を
付
し
た
も
の
を
使
用
す
一
る
」

を
中
心
に
、
系
図
、
そ
の
他
の
一
資
料
よ
り
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
す

る
o
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什
伊
勢
大
輔
の
家
系

ω
一
門
歌
人

伊
勢
大
輔
の
近
親
者
に
は
歌
人
と
し
て
世
に
知
ら
れ
て
い
る
も
の

が
か
な
り
お
り
瞥
臨
時
制
の
条
に
「
頼
基
・
能
宣
・
輸
相
刷
・
伊
勢
大

輔
・
伯
母
・
安
芸
君
六
代
相
伝
之
歌
人
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他

和
歌
色
蝶
に
選
ば
れ
た
伊
勢
大
輔
の
娘
の
筑
前
乳
母
、
源
兼
俊
母
、

名
誉
軟
骨

甥
重
経
、
姪
少
将
内
侍
、
孫
通
宗
通
俊
な
ど
も
歌
人
と
し
て
み
え
て



い
る
。

(2) 

兄
弟
姉
妹

尊
卑
、

寸

TJM山

正ノ
HH川

群
書
類
従
、

巻
山
品
川
町

続
群
書
類
、

従
巻
的
府
間

続
群
書
瀬
の
四
恩
（
系
図
が
あ
る
。
今
こ
れ
等
を
こ
こ
に
示
し
て
み
る
。

従
巻
第
ロ

伊
勢
大
輔
の
系
図
に
は
、

頼
基

能
主主

輸
完封

限引一一｜
輔稿伊
経 r:ir: 勢

大
柿

ハ
前
寸
巾
咋
分
服
）

頼

子能

l 輔
親

輔
隆

「司王司モ丁司弓
俊 忠 締 輔 紛 神在千
輸綿支決定経大任 If.

祭十イ
四・
公先
ん父
）亡
'.if'. 

※
輸
経
桜
中
臣
氏
系
図
祭
主
補

任
神
宮
例
文
実
父
輔
隆

祭
主
従
四
位
上
母
大
蔵
丞
、
造
外
宮
使
大
副
祖
父
為
レ
子
、
水
保
一
五
三
廿
三
点
l

号
一
一
小
社
一

母
輔
経
町
長
正
竹
大
夫
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懐
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懐
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百
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以
上
の
系
図
（
説
明
の
都
合
上
前
掲
し
た
順
に
A
B
C
D
と
し
て

お
く
）
を
比
較
検
討
し
つ
つ
、
兄
弟
姉
妹
を
み
て
い
く
こ
と
に
す

る
O
B
で
は
、
伊
勢
大
輔
を
記
し
て
い
な
い
が
、
輔
親
女
と
し
て
の
一

伊
勢
大
輔
は
当
然
補
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

C
に
於
て
は
伊
勢
大

輔
を
輔
隆
嫡
と
注
し
輔
隆
の
子
輔
経
の
妹
と
し
て
と
り
あ
つ
か
っ
て

い
る
が
、
抹
と
し
た
場
合
、
当
然
輔
経
誕
生
後
の
生
ま
れ
と
な
る

が
、
輔
経
の
誕
生
は
永
保
元
年
半
七
十
二
（
輔
経
の
卒
年
時
の
年
に

つ
い
て
信
患
す
べ
き
資
料
、
が
み
あ
た
ら
な
い
の
で
C
の
七
十
二
卒
を

根
拠
と
し
て
考
え
て
い
く
。
な
お
後
述
す
る
が
輔
怪
が
コ
一
男
で
あ
る

こ
と
七
男
の
誕
生
が
寛
仁
三
年
で
あ
る
こ
と
、
四
・
五
男
の
誕
生
年

を
考
え
に
入
れ
氷
保
元
年
七
十
二
卒
で
も
そ
の
生
年
に
お
い
て
適

当
か
と
思
わ
れ
る
o

）
で
あ
る
。
逆
算
す
る
と
寛
弘
七
年
誕
生
と

な
る
。
し
か
し
貰
弘
七
年
当
時
伊
勢
大
輔
は
す
で
に
上
東
門
院
に

仕
え
て
お
り
、
輔
経
の
妹
と
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
し
、
ハ
父
は
輔
親

峨
士
口
歌
仙
一
ヰ
十
六
人
間
）
で
あ
る
か
ら
、
輔
隆
と
uppγ
、
た
い
と
L
て

取
扱
う
べ
き
で
あ
る
o

つ
め
夫

次
に
輔
怪
と
舗
経
の
関
係
で
あ
る
が
、

A
の
み
が
兄
弟
と
し
一
寸
問

中
主
rR高
任
州
立
刈
と
注
し
、

B
C
D
い
ず
れ
も
親
子
と
し
て
記

悶
祭
主
文
実
父
補
溢
」

し
て
い
る
o

保
坂
氏
は
A
の
兄
弟
と
し
て
述
べ
て
お
ら
れ
る
行
が
、

萩
谷
氏
は
輔
経
は
輔
陸
の
子
と
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述

べ
ら
れ
た
同
o

す
な
わ
ち
川
間
治
百
四
年
七
月
十
九
げ
の

大
中
巨
輔
経
が
従
五
位
上
に
奴
せ
ら
れ
た
記
事
が
あ
り
、

こ
の
こ
ろ

伊
勢
大
輔
が
生
存
し
て
い
た
と
し
た
ら
八
一
才
位
に
達
し
て
お
り
、

そ
の
弟
が
そ
の
頃
従
五
位
上
に
叙
せ
ら
れ
る
程
若
い
と
は
考
え
ら
れ

な
い
こ
と
を
理
由
に
し
て
お
ら
れ
る
が
、
身
分
の
高
い
家
柄
の
出
身

で
あ
る
な
ら
と
も
か
く
と
し
て
、
そ
れ
程
で
も
な
い
家
柄
の
出
身
者

は
年
老
い
て
か
ら
従
五
位
上
に
叙
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ

う。

C
の
七
二
才
卒
で
逆
算
し
て
み
る
と
従
五
位
上
に
叙
せ
ら
れ
た

治
暦
阿
年
に
は
五
九
才
と
な
り
（
輔
親
は
寛
弘
四
年
五
四
才
時
に
従

五
位
上
に
叙
せ
ら
れ
た
）
伊
勢
大
輔
と
の
年
令
差
二
二
、
輔
親
に
と

っ
て
は
五
六
才
時
の
子
と
な
り
、
年
令
的
に
無
理
か
と
も
思
わ
れ
る

が
、
伊
勢
大
輔
の
弟
と
し
て
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。
し
か
し

B
C
の
輔
経
に
「
祖
父
為
子
一
と
あ
る
一
の
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る

こ
れ
は
父
輔
隆
が
楠
経
の
幼
少
時
、
亡
く
な
っ
た
た
め
と
も
思
わ

れ
る
。
し
か
し
輔
隆
は
A
の
先
父
亡
と
あ
る
だ
け
で
は
っ
き
り
し
た

卒
年
は
つ
か
め
な
い
、
が
、

B
の
輔
降
七
男
俊
輔
に
永
久
三
卜
二
十
一

卒
九
十
六
と
あ
る
こ
と
よ
り
俊
輔
が
生
ま
れ
た
寛
仁
三
年
ま
で
は
生

存
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
o

二
一
明
太
伸
宮
川
刊
文
に
も
輔
経
は
輔
隆

祭
主
補
任

の
男
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
従
っ
た
方
が
適
当
で
あ
る
。

0

0

0

0

0

 

で
は
輔
隆
と
伊
勢
大
輔
の
き
ょ
う
だ
い
関
係
は
ど
う
な
る
で
あ
ろ

う
か
o
A
ば
伊
勢
大
輔
を
姉
と
し
、

C
で
は
イ
輔
隆
姉
と
注
し
て
い

る
が
、

D
の
妹
と
し
て
の
伊
勢
大
輔
と
と
る
べ
き
で
あ
る
o

と
い
う

の
は
輔
経
の
七
二
才
卒
で
の
生
年
が
寛
弘
七
年
で
あ
る
が
1

今
伊
勢

大
輔
が
二
・
一
二
才
程
の
年
上
で
あ
る
と
す
る
と
、
輔
経
は
輔
隆
が
十

八
J
十
九
才
の
時
の
子
供
と
な
る
。
こ
れ
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
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な
い
の
で
あ
る
が
、
輔
経
は
三
男
（
二
所
太
神
宮
例
文
）
で
あ
り
、

F

中
区
氏
系
図
」

男
二
男
の
誕
生
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
輔
経
が
輔
隆
の
十
八
J
十

九
才
時
の
誕
生
で
考
え
て
み
る
と
、
一
男
二
男
は
輔
隆
が
十
五
J
十

七
才
の
頃
の
子
供
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
年
令
的
に
無
理

と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
o
そ
こ
で
、
以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
、
輔

隆
、
伊
勢
大
輔
、
輔
経
に
限
っ
て
略
系
図
を
一
京
す
よ
次
の
よ
う
に
な

る。
楠
親

1
1綿
隆

l
職
経

一
伊
勢
大
輪

次
に

A
B
C
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い

D
の
九
女
子
に
つ
い
て
、

J
…
版
に
あ
ら
わ
れ
た
輔
親
女
と
呼
ば
れ
る
女
性
、
一
川
崎
一
一
誠
一
時
間
一

i
小
右
記
に
み
え
る
輔
親
女
を
あ
て
は
め
て
考
え
て
み
る
。

系
同
日

中
山
氏
系
図
小
右
記
の
野
／
汁

i
J
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一

D

一
女
子
一
能
空
単
一
六
宗
妻

一
一
女
子
一
筑
前
守
成
順
一
安
心
人
訓
是
也

一
二
女
子
一
大
和
守
親
国
妻

四
女
子
一
越
前
守
懐
平
安

五
女
子
一
摂
津
山
い
守
懐
告
別
一
作
安
一

六
女
子
一
前
越
自

12月
一
づ
い
制
限
妥
↑

七
女
子
一
上
野
守
家
主
主

J

一
藤
原
家
主
主
・
章
経
母

八

女

子

一

大

副

守

主

一

山
間
ト
引
』
此
一
一
一
！

一
（
十
女
子
二

一

（

十

一

女

子

）

一

一

一

（

十

一

一

女

子

）

一

」

源
経
宗
妻
・
兼
俊
母

藤
原
伊
周
妻
・
忠
親
母

大
中
川
守
孝
妻
願
出
円
一
山
同

兵
庫
頭
内
任
委



こ
れ
ら
の
う
ち
で
、
一
女
子
の
実
房
妻
、
四
女
子
、
七
女
子
、

〈
十
二
女
子
）
な
る
輔
親
女
に
つ
い
て
は
、
保
坂
氏
h
H
、
萩
谷
氏
伶
と

も
に
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
o
D
に
－
記
さ
れ
た
三
・
五
・
六
・

九
女
子
に
つ
い
て
は
、
尊
卑
、
そ
の
他
の
系
図
や
資
料
に
明
記
し

分
脈

た
も
の
は
な
く
決
め
手
は
な
い
。
し
か
し
三
・
五
・
九
女
子
が
存
在

L
D
に
一
記
さ
れ
た
者
に
嫁
し
た
と
し
た
時
、
時
代
的
に
適
当
な
人
物

、
尊
卑
：
に
於
て
指
摘
で
き
る
。
た
だ
六
女
子
が
嫁
し
た
経
守
に

分
断

つ
い
て
は
適
当
な
人
物
が
見
当
ら
な
い
。

一
女
子
能
登
守
実
宗
妻
な
る
輔
親
女
で
あ
る
が
、
実
宗
に
嫁
し
た

輔
親
女
は
品
一
服
に
み
ら
れ
な
い
o

し
か
し
藤
原
実
一
塁
夫
方
妻
と

し
て
の
輔
親
女
が
記
さ
れ
て
お
り
、
「
宗
」
は
「
一
房
」
か
「
方
」
の

誤
記
と
す
べ
き
で
あ
る
。
な
お
実
一
房
妻
と
実
方
妻
と
を
、
一
女
子
の

項
に
記
入
し
た
の
は
実
房
女
子
と
実
方
女
子
が
同
一
人
物
と
す
る
か

ら
で
あ
る
o

保
坂
氏

ω、
萩
谷
氏

ω共
に
実
一
房
妻
と
し
て
の
輔
親
女

は
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
が
、
実
方
妻
と
し
て
の
そ
れ
を
述
べ
て
お
ら

れ
な
い
。
す
な
わ
ち
保
坂
氏
は

n
大
輔
の
子
μ

の
項
に
む
少
将
内

侍
と
し
て
H

少
将
内
侍
は
尊
卑
よ
る
と
能
登
守
実
房
女
歌
人
で

分
脈

0

「
和
歌
色
葉

白
河
院
女
房
保
子
と
い
L
、
母
は
祭
主
輔
親
女
と
あ
る
名
誉
歌
仙
」

の
条
に
も
同
様
に
記
さ
れ
て
い
る
μ

白
云
々
と
述
べ
ら
れ
、
萩
谷
氏

は
藤
原
実
一
房
一
安
藤
業
保
子
等
母
と
し
て
保
子
は
、
尊
紳
脈
に
「
歌
人

白
川
院
女
房
」
と
注
さ
れ
て
い
る
が
春
記
長
暦
三
年
間
十
二
月
十
二

こ
「
掌
侍
隆
子
辞
申
之
替
と
見
え
る
o

少
将
内
侍
が
こ
れ

卜
b

藤
原
保
子
可
補
任
之
由
」

で
あ
る

μω
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
o

保
坂
氏
の
述
べ
ら
れ
た
少
将
内

侍
は
尊
卑
：
で
は
藤
原
実
方
次
子
白

H
院
女
一
房
で
あ
り
、
実
房
女
子

分

町

一

一

j

に
は
白
河
院
女
房
保
子
寄
人
と
あ
る
だ
け
で
あ
り
、
少
将
内
侍
な
る

記
載
は
し
て
い
な
い
o

ま
た
「
仰
河
内
即
時
」
の
条
に
も
少
将
内
侍
は

実
房
女
子
と
し
て
で
は
な
く
前
能
笠
守
実
方
女
母
と
し
て
記
さ
れ

輔
親
船
女
白
河
院
女
房

て
い
る
o

そ
こ
で
尊
伸
一
脈
の
実
房
実
方
の
系
図
を
み
て
み
る
と
次

の
如
く
あ
る
o

－
頼
業

実
房
i

－
「
女
子

実
方
！
「
女
子

※
 

勅
撰
作
者
八
代

部

数

集

抄

記
載
が
あ
る
。

ω従
三
大
中
川
忙
輔
親
女

一山一
h
下
伯
番
守

白
河
院
女
房
保
子
・
奇
人
母
祭
主
輔
親
女

白
川
院
女
一
房
※
（
按
作
者
部
類
藤
原
出
火
房
女
）

母
輔
教
蜘
女
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少
将
内
侍

荊l
色歌
葉

の
少
将
内
侍
に
は
次
の

の
作
者
注

勅
撰
作
者
部
類

白
川
院
女
房
能
登
守
実
一
房
女

和八
名歌代
誉色集

若葉抄
新後
三拾
完遺

能
活
ザ
一
守
実
方
女
・
白
河
院
女
房

前
能
島
北
守
実
方
女
母
輔
親
卿
す
、
．
白
河
院
女
房

以
上
の
記
載
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
少
将
内
侍
が
実
一
房
女
と
実
方

女
と
二
人
あ
る
こ
と
に
な
る
o

も
ち
ろ
ん
、
二
人
は
全
く
の
別
人
で

少
将
内
侍
と
称
し
た
と
し
て
、
一
応
解
決
で
き
よ
う
o

し
か
し
、
い

づ
れ
屯
能
登
守
と
な
っ
た
父
を
も
ち
、
輔
親
女
を
母
と
し
白
河
院
女



一
房
で
あ
っ
た
と
み
て
く
る
と
、
全
く
の
別
人
と
す
る
こ
と
に
疑
問

が
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
実
方
女
と
し
て
の
少
将
内
侍
を

み
て
み
よ
う
o

実
方
は
能
登
守
と
な
っ
た
記
録
は
な
く
、
長
徳
四
年

｛
中
古
三
十
六
）
亮
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
少
将
内
侍
の
誕
生
の
最
下
限

F

人
歌
仙
伝
」

は
実
方
、
が
襲
じ
た
長
徳
四
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
年
の
誕
生

と
仮
定
し
て
も
白
河
天
皇
誕
生
時
（
天
喜
一
冗
年
）
に
は
、
五
五
才
と

な
り
女
房
と
し
て
仕
え
る
に
は
老
年
す
ぎ
る
よ
う
で
あ
る
。
で
は
実

房
女
と
し
て
の
少
将
内
侍
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
父
安
一
房
の
年
令
、
が

は
っ
き
り
せ
ず
、
兄
弟
関
係
か
ら
も
生
年
を
推
定
す
る
の
は
困
難
で

あ
る
が
、
実
一
房
は
桧
己
長
保
元
年
J
三
年
に
そ
の
名
が
頻
出
し
寛

弘
八
年
一
条
院
の
葬
儀
に
も
奉
仕
し
て
い
る
こ
と
、
か
記
さ
れ
て
レ

る
。
の
長
保
四
年
十
月
廿
四
日
の
条
に
は
式
部
来
一
藤
原
実
一
房

と
し
て
み
え
今
沼
、
宇
治
拾
遣
、
尊
卑

ゲ
仲
ー
さ
即
以
刊
一
且
同

F刀
臨
附

に
は
乃
登
守
と
ま
さ
れ

懐正
)1五
下

越
目If
守

！※ i i 
重資 ~t
経経 ｛~

右
馬
頭
従
四
下
母
同
重
経

右
馬
頭
皇
后
宮
大
進

従
五
下

寄
人
従
五
上
紀
伊
守
臥
実
者
重
明
子
母
輸
親
卿
女

と
あ
る
が
、
尊
卑
の
こ
の
部
店
主
萩
谷
氏
も
述
べ
て
お
ら
れ
る
如

分

肱

／

い

川

く
、
非
常
に
乱
脈
を
極
め
て
い
る

ωo
そ
の
た
め
も
う
少
し
調
査
の

和
歌

必
要
が
あ
ろ
う
し
容
易
に
信
用
し
が
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
o

色
葉

腕
時
一
に
重
軽
は
「
蹴
御
似
臨
時
一
隅
誠
一
重
経
」
と
記
し
て
い
る
o

て
い
る
。
実
房
の
子
頼
業
に
、
母
輔
親
女
と
あ
り
頼
業
と
同
母
の
一
兄

妹
と
し
て
少
将
内
侍
を
み
る
方
が
適
当
と
思
わ
れ
る
o

な
お
、
保
坂

氏
は
少
将
内
借
を
康
賢
正
時
と
阿
舟
の
姉
妹
か
は
断
定
で
き
な
い
と

述
、
べ
ら
れ
た
、
が
、

D
に
も
記
載
し
て
い
る
如
く
、
伊
勢
大
輔
の
外
に

実
一
房
に
嫁
し
た
輔
親
女
が
お
り
、
叉
実
一
問
、
が
伊
勢
大
輔
の
夫
で
あ
っ

た
な
ら
ば
、
当
然
家
集
に
も
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
み
え
る
は
ず
で
あ

ろ
う
が
、
み
え
な
い
と
こ
ろ
を
み
る
と
伊
勢
大
輔
の
夫
と
す
べ
き
で

は
な
く
、
少
将
内
侍
と
康
資
王
両
と
は
同
母
の
姉
妹
で
は
な
い
と
い

え
る
o

四
女
子
越
前
快
守
平
妻
な
る
輔
親
女
が
D
に
一
記
さ
れ
て
い
る
が
、

尊
A
；
に
於
て
越
前
守
と
な
っ
た
懐
平
に
嫁
し
た
輔
親
女
は
み
え
な

f

ムノ

r

m

j

ぃ
。
し
か
し
越
前
守
懐
予
の
妻
と
な
っ
た
輔
親
女
が
あ
り
「
引
ノ
」

を
「
平
」
と
誤
写
し
た
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
o

首
叶
一
伸
一
服
で
は
、

-8-

「
重
経
按
下
文
成
予
子
而
作
J

F

成
経
多
武
略
記
与
比
同
」

岳
山
一
倍
耕
一
一
回
転
に
重
経
は
「
蹴
鞠
’

E…肘一一日七
J

女
が
母
で
あ
っ
て
も
年
令
的
に
不
都
合
な
こ
と
は
な
い
。

八
女
子
大
副
守
孝
妻
と
し
て
の
輔
親
女
は
耕
一
得
五
巻
中
臣
氏
系

図
に
次
の
如
く
あ
る
。

と
あ
り
輔
親



守
孝
｜
頼
宣
母
輔
毅
一
女
所
衆
出
雲
守
左
京
進
民
部
丞
騎
河
権
守

寛
治
五
七
廿
四
卒
九
十
四
号
二
内
田
一

頼
宣
は
永
保
元
六
一
祭
主
に
補
せ
ら
れ
寛
治
五
七
廿
七
九
十
四
才
の

高
齢
で
残
し
た

o
4
K附
一
政
神
）

（
十
女
子
）
と
し
て
あ
げ
た
源
経
宗
妻
兼
俊
母
で
あ
る
が
、
尊
伸
一
脈

こ
は
経
宗

i
兼
俊
※
母
大
中
巨
（
母
大
中
巨
輔
親
女
按
下
女
高
階
）
と
み
え

輔

親

女
F

氏
及
作
者
ー
部
類
母
高
階
成
順
女
、

て
い
る
o

兼
俊
母
は
高
階
成
順
女
が
正
し
い
。
何
故
な
ら
級
一
瀬
で

ロ白ロ
H
U
門
H
H川

経
宗
の
娘
の
後
三
条
院
越
前
を
伊
勢
大
輔
の
孫
と
呼
ん
で
い
る
。
こ

の
こ
と
は
す
で
に
萩
谷
氏
・
保
坂
氏
が
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
刷
引

が
「
摂
津
集
」
の
か
ね
と
し
の
歌
に
伊
勢
大
輔
（
お
や
の
は
ム
そ
）

↓
兼
俊
母
（
お
や
）
↓
兼
俊
」
の
関
係
が
一
亦
さ
れ
て
い
る
o

後
齢
集

で
は
康
資
王
母
と
の
贈
答
歌
が
あ
り
、
そ
の
詞
書
か
ら
、
康
資
王
母

と
兼
俊
母
と
は
姉
妹
関
係
が
考
え
ら
れ
る
。
康
資
王
母
は
伊
勢
大
輔

の
娘
で
あ
る
か
ら
ラ
兼
俊
母
は
伊
勢
大
輔
の
娘
と
す
べ
き
で
、
経
守

妻
と
な
っ
た
女
性
は
明
ら
か
に
成
順
女
で
あ
る
o

（
十
一
女
子
）
伊
周
妻
な
る
輔
親
女

，与
4
J
R
で
は
伊
周
・
：
※
忠
見
右
京
大
夫
従
五
下
母
祭
主
※
僧
綱
補
任

分

間

’

Z
輔
親
女
菜
暦
一
克
三
八
卒
七
十
九
作
権
大
忠
親

似
一
川
本
附
載
と
記
し
て
い
る
o
伊
周
は
正
二
位
、
内
大
臣
（
公
柵
任
）

に
ま
で
の
ぼ
っ
た
人
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
高
位
高
官
に
な
っ
た
伊

周
に
輔
親
女
が
嫁
し
た
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
伊
周
の
母
は

伊
勢
大
輔
の
夫
の
叔
母
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
関
係
か
ら
あ
る
い
は

伊
勢
大
輔
の
姉
妹
で
あ
る
輔
親
女
が
嫁
し
た
か
も
し
れ
な
い
が
確
か

な
決
め
手
は
な
い
。
輔
親
女
が
母
で
あ
っ
た
と
し
て
も
年
令
的
に
不

都
合
な
こ
と
は
な
い
。

（
十
二
女
子
）
兵
庫
頭
内
任
妻

小
右
記
長
元
二
年
二
月
四
日
の
条
こ
「
兵
庫
頭
内
任
云
関
白
度
祭
主
輔

k

親
六
条
宅
之
後
一
日
設
饗
僕
献

酬
一
瞬
嬬
一
群
刊
誌
哨
一
時
肝
一
耕
輔
…
献
一
時
一
持
一
町
一
四
時
一
問
一
捌
・
」
と
内
任
妻
、
が
輔

親
女
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
内
任
は
尊
伸
一
脈
そ
の
他
の

系
図
に
も
資
料
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
い
か
な
る
人
物
で
あ

っ
た
か
は
詳
か
に
で
き
な
い
。

。
伊
勢
大
輔
の
宮
仕

伊

勢

大

輔

は

袋

草

紙

こ

主

さ

1
て
い
る
如
く
上
東

中
古
歌
仙
三
十
六
人
伝

k
一一

門
院
が
中
宮
と
申
さ
れ
た
時
初
宮
仕
を
し
、
八
古
の
奈
良
の
都
〉

（
家
集
5
）
の
歌
を
即
座
に
つ
く
り
側
近
の
人
達
を
驚
か
せ
宮
廷
生

活
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
わ
け
で
あ
る
o

上
京
門
院
が
中
官
と
称
し

た
時
期
（
長
保
二
年
J
長
和
元
年
）
家
集
（
5
・
什
）
の
詞
害
時
一
議

な
ど
か
ら
考
察
し
て
、
寛
弘
二

1
四
年
間
の
初
宮
仕
で
あ
る
、
が
、
家

集
（
5
）
の
歌
が
と
ら
れ
て
い
る
後
十
五
年
歌
合
の
成
立
時
と
の
関

係
か
ら
寛
弘
四
年
説
を
出
さ
れ
た
萩
谷
氏
説
ロ
に
従
っ
て
お
き
た

い
。
と
こ
ろ
で
俄
湘
に
伊
勢
大
輔
が
上
東
門
院
女
房
と
し
て
道
信

庇

R
肝
刷

中
将
と
連
歌
を
つ
く
っ
た
記
事
が
あ
る
が
、
道
信
中
将
は
正
一
胎
五
年

卒
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
記
載
は
時
代
が
ず
れ
考
え
ら
れ
な
い
。
な

お
こ
の
連
歌
に
つ
い
て
土
統
詞
花
集
今
鏡
の
作
者
も
と
り
入
れ
て
い

i
物

名

ヲ
Q

。
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同
歌
合
そ
の
他
公
的
場
の
詠
歌

寛
忠
四
年
宮
仕
を
機
会
と
し
て
、
上
東
門
院
菊
合
（
二
首
〉
、
弘

徽
齢
女
御
歌
合
（
二
首
）
内
裏
歌
合
（
五
首
）
、
正
子
内
親
王
絵
合

（
こ
首
）
、
祐
子
内
親
王
歌
合
（
三
吉
）
、
皇
后
宮
歌
合
（
四
首
〉

に
出
席
し
、
合
計
十
八
首
を
詠
み
、
そ
の
他
公
的
場
で
の
詠
歌
も
あ

り
、
歌
人
と
し
て
葦
々
し
い
生
活
を
送
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

制

交

際

人

物

年
若
く
L
て
上
東
門
院
の
女
房
と
し
て
仕
え
、
後
宮
に
日
を
送

り
、
そ
の
問
、
上
達
部
、
殿
上
人
、
そ
の
他
女
房
達
等
、
多
く
の
人

h

左
交
際
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
家
集
に
も
贈
答
歌
が
み
ら
れ
る
。

次
に
伊
勢
大
輔
と
贈
答
関
係
に
あ
っ
た
人
々
を
あ
げ
て
み
る
o

家
経
（
家
集
四
一
一
J
皇・五
O
J吾一）

定
頼
（
家
集
九
七
・
交
）

実
資
（

L

一家集完・一
4
0
・
主
主
一
）

正
光
（
家
集
七
・
八
・
九
・
一
C
〉

道
雅
（
家
集
一
手
一
六
）

師
実
（
家
集
七
九
人
O
）

経
信
（
家
集
二
一
・
ニ
ユ
）

慶
謹
（
家
集
一
世
一
八
・
一
完
）

紫
式
部
（
家
集
一
七
・
一
八
・
一
九
・

8
）

和
泉
式
部
（
家
集
二
・
二
一
）

能
信
（
家
集
会
・
八
七
）

長
家
（
家
集
八
八
・
八
九
）

慶
範
法
師
（
家
集
一
言
・
一

0
8

信
宗
（
後
拾
五
九
五
・
五
九
六
（
家
集
一
一
ゴ
一
）
）

資
通
（
家
集
三
八
二
一
一
九
）

雅
通
（
家
集
三
J
一三）

相
模
ハ
家
集
九
人
・
究
・
一
O

一・一

0
6

赤
染
衛
門
（
家
集
主
・
歪
）

少
将
井
尼
（
後
拾
二
一
九
・
ニ
ユ
O
）

¥ l.'I 

伺

総

括

作
歌
生
活
五
十
三
年
に
わ
た
り
、
そ
の
間
歌
合
で
の
詠
歌
・
贈
答

歌
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
機
会
に
歌
を
詠
じ
た
o
平
安
朝
の
才
媛
清

少
納
言
、
紫
式
部
、
和
泉
式
部
等
に
く
ら
べ
、
そ
れ
ほ
ど
名
を
し
ら

れ
て
い
な
い
が
、
当
時
に
あ
っ
て
は
歌
人
と
し
て
の
才
能
は
認
め
ら

れ
て
い
た
ら
し
く
、
贈
答
関
係
に
あ
っ
た
人
々
も
多
く
、
そ
れ
等
の

中
に
は
学
問
的
に
優
れ
て
い
た
人
、
和
歌
に
長
じ
て
い
た
人
が
あ

り
、
そ
れ
等
の
人
と
対
等
に
歌
を
よ
み
か
わ
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る。
注
(1) 

「
保
坂
都

J

f

「
学
苑
」
昭
三

0
・一、

平
安
朝
歌
合
大
成
三
・
四
萩
谷
朴

- 10一

「
伊
勢
大
輔
と
そ
の
周
辺
」

思
檎

垣

考

ー

l
家

集

ザコ

し、

内

厚

子

田

序

そ
の
家
集
や
平
安
時
代
の
勅
撰
集
、
物
語
等
に
描
か
れ
た
檎
垣

は
、
他
の
多
く
の
平
安
朝
女
流
歌
人
達
と
同
様
、
そ
の
経
歴
や
生
活


